
明
鏡

止
水
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　　町政スポット

議
会
町議会９月定例会

　９月３日から10 日まで８日間の日
程で、町議会９月定例会が開催され
ました。町政報告等の中から主な内
容をお知らせいたします。

■
平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算
に

お
け
る
歳
計
剰
余
金

　

純
剰
余
金
３
億
６
６
９
０
万

円
か
ら
財
政
調
整
基
金
に

１
億
８
４
０
０
万
円
、
減
債
基
金

に
３
７
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
積

み
立
て
し
、
26
年
度
へ
の
繰
越
金

は
１
億
４
５
９
０
万
円
と
し
た
。

■
運
転
免
許
証
自
主
返
納
事
業

　
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
事
故
が

多
発
す
る
中
、
昨
年
度
か
ら
本
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
度
実

績
15
件
に
対
し
、
今
年
度
は
11
件

の
申
請
を
受
理
済
み
。
啓
発
効
果

が
出
て
き
て
い
る
。

■
個
人
町
民
税
当
初
賦
課
額

　

６
月
に
特
別
徴
収
分
、
７
月

に
普
通
徴
収
分
と
年
金
特
別
徴

収
分
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し

た
。
納
税
義
務
者
は
３
２
０
９

人
で
前
年
比
13
人
の
減
、
税
額

は
１
億
８
６
９
７
万
円
で
前
年
比

６
６
０
万
円
の
減
。

■
各
種
保
険
税
等
当
初
賦
課
額

　

国
保
税
世
帯
数
は
１
２
３
９

世
帯
で
前
年
比
11
世
帯
の
減
、

被
保
険
者
数
は
２
４
０
１
人
で

前
年
比
48
人
の
減
。
税
額
は

１
億
８
６
３
７
万
円
で
、
前
年
比

７
万
円
の
増
。
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
は
被
保
険
者
数
が
２
７
７
８
人

で
前
年
比
46
人
の
増
、
保
険
料
額

は
１
億
５
２
６
１
万
円
で
、
前
年
比

４
１
２
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
数
が

１
７
７
０
人
で
前
年
比
18
人
の

減
、
保
険
料
額
は
４
３
１
８
万
円

で
、
前
年
比
70
万
円
の
減
。

■
毎
週
月
曜
日
は
７
時
ま
で
証
明

書
交
付
時
間
を
延
長

　
８
月
か
ら
毎
週
月
曜
日
に
限
り
、

総
合
窓
口
の
業
務
時
間
を
延
長
し
、

午
後
７
時
ま
で
証
明
書
交
付
業
務

を
行
っ
て
い
る
。（
交
付
で
き
る
証

明
書
は
、
戸
籍
謄
抄
本
・
住
民
票

謄
抄
本
・
印
鑑
証
明
書
・
税
関
係

の
一
部
の
証
明
書
に
限
り
ま
す
）。

■
百
歳
以
上
の
長
寿
者
は
６
人

　
９
月
15
日
の
老
人
の
日
に
ち
な

み
、
国
お
よ
び
県
よ
り
贈
呈
さ
れ

る
寿
賀
祝
品
に
つ
い
て
、
今
年
の

該
当
者
は
白
寿
が
７
人
、
百
歳
が

５
人
。
な
お
、
９
月
１
日
現
在
で

満
百
歳
以
上
の
方
は
全
て
女
性
の

６
人
で
、
最
高
齢
者
は
明
治
42
年

生
ま
れ
の
満
１
０
５
歳
。

■
６
人
が
新
た
に
就
農

　
新
た
に
農
業
を
志
す
若
者
に
対

し
年
間
１
５
０
万
円
を
給
付
す
る

国
の
制
度
「
青
年
就
農
給
付
金
」

に
つ
い
て
、
今
年
度
は
新
た
に
６

人
の
申
請
が
あ
っ
た
。
現
在
書
類

等
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

■
３
小
学
校
へ
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
整
備

　
宮
宿
小
に
35
台
、
西
五
百
川
小

に
13
台
、
大
谷
小
に
13
台
、
合
計

51
台
を
整
備
。
８
月
22
日
に
完
了

検
査
を
実
施
し
た
。

■
海
の
子
山
の
子
交
流
事
業

　

７
月
12
日
に
宮
城
県
七
ヶ
浜

町
で
「
海
の
集
い
」
を
開
催
し
、

朝
日
町
か
ら
は
大
谷
小
学
校
の
、

七
ヶ
浜
町
か
ら
は
亦え

き

楽ら
く

小
学
校
の

５・６
年
生
が
参
加
し
た
。
互
い
に

交
流
を
深
め
、
10
月
18
日
に
朝
日

町
で
開
催
す
る
「
山
の
集
い
」
で

の
再
会
を
約
束
し
元
気
に
帰
っ
て

き
た
。

町
政
報
告

民族楽器の演奏で交流する子どもたち

■健康福祉課 福祉係、地域包括支援センター  ☎６７－２１５６

認知症高齢者の情報を事前に登録。「無事かえる見守り支援事業」

　

近
年
、
認
知
症
が
原
因
で
徘

徊
し
家
に
戻
れ
な
く
な
る
高
齢
者

が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
高
齢
者
の
安
全
確
保
の
た

め
、
町
は
今
年
度
か
ら
「
無
事
か

え
る
見
守
り
支
援
事
業
」
を
始
め

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
迷
子
に
な
る
可
能
性

の
あ
る
高
齢
者
の
情
報
を
事
前
に

町
へ
登
録
す
る
制
度
。
万
が
一
登

録
者
の
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
と
き
、
捜
査
活
動
を
円
滑
に

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
登
録
者
に
は
高
齢
者

本
人
の
連
絡
先
等
を
常
に
携
帯

で
き
る
「
見
守
り
グ
ッ
ズ
」
を
配

布
。
常
時
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ

と
で
、
異
常
に
気
付
い
た
発
見
者

が
身
元
を
確
認
し
や
す
く
な
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
町
は
こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
居

場
所
を
把
握
す
る
た
め
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
付
位
置
検
索
機
器
（
居
場

所
を
確
認
す
る
）
を
購
入
す
る
場

合
、
初
期
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
を
一
昨
年
か
ら
始
め
る
な

ど
、
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
の
確

保
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
迷
子
は
予
想
も
つ
か
な
い
と
き

に
起
こ
り
ま
す
。
迷
子
に
な
っ
た

ご
本
人
は
、混
乱・動
揺
し
、

普
段
答
え
ら
れ
る
こ
と
も

答
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
自
分
か

ら
人
に
道
を
聞
い
た
り
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
様
子
の
お

か
し
い
高
齢
者
を
お
見
か

け
の
際
は
、
寒
河
江
警
察

署
（
１
１
０
番
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
の
登
録
は
常
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
上
記
連
絡
先
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

■教育文化課 生涯学習係  ☎６７－２１１8

あさひ教育の日「家族でパチリ・地域でパチリ」写真展

　

11
月
１
日
は
「
あ
さ
ひ
教

育
の
日
」
―
―
。
町
教
育
委

員
会
で
は
、一
昨
年
４
月
、「
あ

さ
ひ
教
育
の
日
」
に
関
す
る

規
則
を
定
め
ま
し
た
。
毎
年

10
月
と
11
月
を
「
あ
さ
ひ
教

育
月
間
」
と
し
、
こ
の
趣
旨

に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
重
点

的
に
実
施
す
る
期
間
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
で
は

「
育
て
よ
う 

生
き
る
力
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
い
、
子
ど
も
と
一
緒

に
大
人
が
勉
強
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

自
立
し
た
大
人
へ
と
成
長

し
、
生
活
し
て
い
く
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
家

族
や
周
囲
の
人
た
ち
と
の
関

わ
り
を
持
ち
、
た
く
さ
ん
の

経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
忍
耐
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る

た
め
で
す
。

　

今
年
度
は
啓
発
事
業
の
一

つ
と
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い

を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
を
募

集
。
そ
の
結
果
、
地
域
の
人

た
ち
や
家
族
の
楽
し

そ
う
な
雰
囲
気
が
伝

わ
る
88
点
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

写
真
は
10
月
26
日

ま
で
創
遊
館
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
笑

顔
が
た
く
さ
ん
の
写

真
を
見
る
だ
け
で

気
持
ち
が
和
ら
ぎ

ま
す
。
家
族
や
地
域

の
人
と
一
緒
に
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。

写真は今月 26 日まで創遊館で展示されています

※写真はイメージです
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▶施設概要
・ 所 在  地　　朝日町大字和合９８５番地の２
・ 敷地面積　　約８，６５９㎡　　・ 延床面積　　約６８３㎡
・ 施設概要　　情報コーナー、農産物等販売施設、軽食・喫茶コーナー
　　　　　　  多目的室、トイレ等
▶募集内容

（１）応募資格　　どなたでも応募できます。
（２）応募方法
　　① 朝日町総合交流拠点施設にふさわしい愛称で、他の施設で使
　　　われていないものとします。
　　　例　「道の駅   寒河江」、愛称「チェリーランド」
　　　　　「道の駅にしかわ」、愛称「月山銘水館」　
　　※文字数に制限はありませんが、漢字の場合はふりがなを記入。
　　② はがきか応募用紙に次の項目を記入し、専用応募箱に投函す
　　　  るか、郵送、電子メールで応募ください。
　　　・愛称
　　　・作品の意図・理由（50 文字以内）
　　　・住所、氏名、年齢、性別、電話番号
    　　　　　 　　今回折り込まれている

「町民の声」のハガキも使えます▶

　　③ 募集期間　 10 月16 日（木）から 10 月 31日（金）まで
　　　 ※郵送の場合は当日消印有効
▶選考結果　広報あさひまち及び朝日町ホームページで発表します。
▶記念品

（１）採用作品には１万円分の朝日町地域振興発展会お買物券を贈呈。
　　（採用作品に複数応募があった場合は、抽選で決定します。）

（２）応募者の中から抽選で、３名の方に 2,000 円分の朝日町地域振
　　興発展会お買物券を贈呈します。
▶その他　採用作品に関する諸権利は朝日町に帰属するものとします。
▶応募先

（１）郵送
　〒 990-1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　 朝日町役場総合産業課商工観光係

（２）専用応募箱
　役場１階総合窓口、創遊館（事務室内）、西北部公民館に設置

（３）電子メール　kanko@town.asahi.yamagata.jp

総合交流拠点施設の
愛称を募集します

来年10月、和合地区にオープン！

あなたの作品が
道の駅の愛称に

問合せ先　総合産業課商工観光係　☎０２３７－６７－２１１３

「（仮称）道の駅あさひまち」
朝日町総合交流拠点施設の愛称を募集します
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▶平均年齢、給料月額及び給与月額（平成 26 年４月１日現在）
職種 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 41 歳 8 カ月 312,000 円 370,500 円
技能労務職 52 歳 0 カ月 339,300 円 358,800 円

※給与は給料及び諸手当を含んだ額です。

▶時間外勤務手当（一般会計予算）
区分 支給総額 職員一人当たりの年間支給額

平成 24 年度 2,483 万円 267,015 円
平成 25 年度 2,237 万円 235,463 円

▶その他の手当（平成 26 年 4 月 1 日現在）
区分 支給総額

扶養手当
配偶者…13,000 円／月、一般の扶養親族 6,500 円（配偶者がい
ない場合のうち一人のみ 11,000 円）。扶養親族たる子のうち満 16
歳の年度初めから満 22 歳の年度末までの子につき 5,000 円加算

住居手当 借家の場合支給。限度額　27,000 円

通勤手当 交通機関利用…限度額　55,000 円
交通用具使用…限度額　20,900 円

▶一般行政職の級別職員数の状況（平成 26 年度４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

職名 主事
主事補 主事 主任

主査
係長

副主査

室長
課長補佐

課長
出納室長

主幹
ー

職員数 18人 5人 3人 26人 9人 11人 72人
構成比 25.0％ 6.9% 4.2% 36.1% 12.5% 15.3% 100.0%

※朝日町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

▶期末・勤勉手当の状況（平成 26 年度４月１日現在）
朝日町 国 比較

期末手当 （月分）　　2.60 （月分）　　2.60 （月分）　　0.00
勤勉手当 1.20 1.35 △ 0.15

※職制上の段階、職務の等級による５％～ 15％の加算があります。
※国の状況については、特例減額措置前になります。

▶職員の学歴別初任給（平成 26 年４月１日現在）
区　分 朝　日　町 国

一般行政職
大 卒 172,200 円

（上級の場合）
（総合職）　181,200 円
（一般職）　172,200 円

高 卒 140,100 円 140,100 円
技能労務職 高 卒 134,500 円 ー

▶年齢別職員構成の状況（平成 26 年４月１日現在）

区分
20
歳
未
満

20
～
23
歳

24
～
27
歳

28
～
31
歳

32
～
35
歳

36
～
39
歳

40
～
43
歳

44
～
47
歳

48
～
51
歳

52
～
55
歳

56
～
59
歳

計

職員数（人） ０ ８ 13 13 15 22 14 14 16 14 25 154

▶休暇制度の概要・種類等（平成 26 年４月１日現在）
区分 要件及び日数

年次有給休暇 年 20 日（20 日を上限に残り日数を翌
年に繰越可）

病気休暇 90 日（病気内容により最長１年）
主
な
特
別
休
暇

女性職員の
出産

産前８週（多胎妊娠の場合にあっては
14 週）、産後８週

職員の結婚 連続する５日以内
忌引 配偶者 10 日、父母７日、子５日
夏季休暇 ３日以内（７月１日～９月30日までの期間）

▶部門別職員数と主な増減理由（平成 26 年４月１日現在）

部　門
職員数

増減 主な増減理由
26 年 25 年

一
般
行
政

議会 2 2 ０
総務 26 26 ０
税務 8 7 １ 収納対策強化のため
農林水産 8 8 ０
商工 6 6 ０
土木 6 7 △１ 再任用職員の配置による減
民生 9 10 △１ 退職に伴う不補充
衛生 6 ５ 1 保健師の増員
小計 71 71 ０

特
別
行
政

教育 25 25 0
小計 25 25 0

公
営
企
業

病院 45 46 △１ 医師の退職に伴う減
水道 3 3 ０

その他 10 10 ０
小計 58 59 △１

合　計 154 155 △１

▶退職手当の状況（平成 26 年度４月１日現在）

区　分
朝日町

自己都合 推奨・定年

支
給
率

勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分
勤続 25 年 30.82 月分 36.570 月分
勤続 35 年 43.70 月分 52.44 月分
最高限度額 52.44 月分 52.44 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（２％～20％加算）
１人当たり平均支給額 1,763 万円

※平均支給額は、平成 25 年度中に退職した職員に支給された平均額です。

０１　職員の任免および職員数に関する状況

▶給与費の状況（平成 26 年度一般会計予算）
職員数
（Ａ）

給与費 一人あたり給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 合　計（Ｂ）
105 人 3 億 9,392 万円 5,748 万円 1億 3,282 万円 5 億 8,422 万円 556 万円

※職員手当には退職手当を含みません。※給与費は一般会計当初予算の額です。

▶人件費の状況（平成 25 年度一般会計決算）
住民基本台帳人口

（26.３.３１現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費比率
（Ｂ／Ａ）

7,619 人 49 億 7,843 万円 3 億 6,690 万円 ８億 3,891万円 16.8％
※人件費には、特別職などに支給される給与・報酬等を含みます。
※ 24 年度の人件費率は 17.7％。

０２　職員の給与等の状況

０２　職員の給与等の状況（右ページつづき）０４　職員の勤務時間、休暇等の状況

▶分限処分
免職 休職 降任 降給 計

０人 ２人 ０人 ０人 ２人

▶懲戒処分
免職 休職 降任 降給 計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

０７　分限及び懲戒処分の状況（平成25年度）

▶職務専念義務の免除
　職員には、地方公務員法の規定に基づき、職務に専念する義務
　が課せられていますが、条例により研修を受ける場合、厚生に
　関する計画の実施に参画する場合、消防団員として消防活動に
　従事する場合等は、職務に専念する義務が免除されます。
▶営利企業など従事の許可
　地方公務員法により、営利企業の役員等の就任又は、報酬を得
　て事業に従事してはならないことになっています。従事する場
　合には、任命権者の許可を要することになっています。
▶育児休暇
　子供が３歳に達するまでの期間、任命権者の承認を得て、子供
　を養育するため休業することができます。育児休業期間につい
　ては、給与は支給されません。（※平成２５年度取得者…４人）

０５　職員の服務の状況（平成25年度）

▶福利厚生制度
　共済制度として、山形県市町村職員共済組合では、職員とその
　家族の病気、ケガ、出産などに対して必要な給付を行っている
　ほか、退職者等に対して年金等の給付を行っています。また、
　山形県市町村職員互助会では、慶弔的な給付事業や保健事
　業を補完する事業を行っています。
▶公務災害補償の状況
　公務災害などの認定状況（平成25年度）

公務災害 通勤災害 計
３件 ０件 ３件

０６　職員の福祉および利益の保護の状況

主催 内容 回数 延べ受講者数

市町村職員研修
協議会等

新採、課長級
職員研修等 22 回 58 人

０８　職員の研修の状況（平成25年度）

▶勤務時間の概要（平成 26 年４月１日現在）
区分 内　容

始業時刻 午前 8 時 30 分
終業時刻 午後５時 15 分
休憩時間 正午～午後１時

▶採用者、退職者数（平成 26 年 4 月1日現在）
年度 24 年度 25 年度 26 年度

採用者 9 11 10
退職者 16 11 ―

０３　特別職の報酬等の状況（平成26年4月1日現在）
区分 月額報酬 期末手当

給
料

町長 820,000 円（735,000 円）

６月期　1.375 月分
12 月期　1.525 月分

　計　2.900 月分

副町長 635,000 円（600,000 円）
教育長 585,000 円（550,000 円）

報
酬

議長  310,000 円
副議長  250,000 円
議員  235,000 円

※給料月額については、平成15年４月１日より（　）内の額を支給しています。
※期末手当については、給料（報酬）月額に４０％の加算があります。

職
員
の
人
事
と
給
与
等
を
公
開
し
ま
す

「
朝
日
町
人
事
行
政
の
運
営
等
に
関
す
る
条
例
」
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
町
職
員
の
人
事
や
給
与
等
を
公
開
し
ま
す
。

※職員数は、一般職に属す
る職員数で、地方公務員の
身分を有する休職者、派遣
職員等を含み、臨時、非常
勤職員を除いています。
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町制施行 60 周年を迎える今年度、広報誌では 60 年を 10 年ごとに区切り、各時代の出
来事を 6 回シリーズで振り返ります。最終回は平成 16 年から現在までの約10 年間です。　　町政スポット

広
報
誌
で
振
り
返
る
60
年
の
歩
み

16
年
～
現
在

平
成

最
終
回

９
月　
毎
年
11
月
第
３
日
曜
日
を
「
朝
日
町
り
ん
ご
の
日
」
に
条
例
制
定

11
月　
町
内
産
り
ん
ご
の
海
外
輸
出
事
業
が
ス
タ
ー
ト　
（
台
湾
輸
出
出
発
式
）

６
月　
競
輪
場
外
車
券
場
「
サ
テ
ラ
イ
ト
朝
日
」
オ
ー
プ
ン
（
20
年
９
月
営
業
停
止
）

11
月　
齋
藤
茂
吉
文
化
賞
を
受
賞
し
た
阿
部
宗
一
郎
氏
に
町
民
栄
誉
賞
を
授
与

12
月　
国
道
２
８
７
号
和
合
バ
イ
パ
ス
の
新
明
鏡
橋
が
開
通
（
…
①
）

４
月　
大
船
木
で
大
規
模
な
地
滑
り
災
害

３
月　
町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備

９
月　
剣
道
日
本
一
に
輝
い
た
村
山
仁
さ
ん
（
酒
田
商
３
年
）、　　
　

　
　
　
志
藤
綾
子
さ
ん（
朝
日
中
３
年
）に
町
民
栄
誉
賞
を
授
与

10
月　
山
形
直
行
バ
ス
運
行
開
始

11
月　
長
根
農
免
道
路
が
開
通

３
月　
和
合
小
学
校
が
閉
校

６
月　
白
鷹
・
朝
日
・
大
江
広
域
観
光
推
進
協
議
会
が
発
足

10
月　
桃
色
ウ
サ
ヒ
が
活
動
を
始
め
る

３
月　
大
谷
小
学
校
大
沼
分
校
が
閉
校

４
月　
玉
ノ
井
カ
ヌ
ー
ラ
ン
ド
で
日
本
カ
ヌ
ー
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

　
　
　
選
手
権
が
初
め
て
開
か
れ
る
（
以
後
毎
年
開
催
中
）

10
月　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
創
設

３
月　
町
の
魅
力
を
ま
と
め
た
「
タ
カ
ラ
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
発
行

４
月　
旧
３
保
育
園
を
統
合
し
た
あ
さ
ひ
保
育
園
と
、
子
育
て　
　

　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
さ
ひ
が
オ
ー
プ
ン
（
…
②
）

４
月　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
開
始

７
月　
町
総
合
観
光
案
内
所
あ
さ
ひ
旅
の
コ
コ
ロ
館
が
オ
ー
プ
ン

９
月　
（
当
町
今
平
と
白
鷹
町
大
瀬
を
結
ぶ
）
大
平
橋
が
完
成

４
月　
あ
さ
ひ
保
育
園
の
運
営
を
社
会
福
祉
法
人
朝
日
会
に
委
託

８
月　
主
要
地
方
道
長
井
大
江
線
大
谷
バ
イ
パ
ス
が
開
通

９
月　
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
と
「
友
好
の
町
」
盟
約
を
結
ぶ
（
…
③
）

７
月　
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
土
木
災
害
が
発
生

12
月　
阿
部
宗
一
郎
氏
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
授
与

４
月　
盲
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
和
合
荘
」
が
開
所

1617181920212223242526 年

主
な
出
来
事

平成 16 年～現在までの主な出来事
「
外
」
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
「
交
流
・
観
光
」
―
―
。
こ
れ

は
平
成
20
年
に
策
定
し
た
第
５
次

朝
日
町
総
合
発
展
計
画
で
、
最

も
大
き
な
柱
に
据
え
て
い
る
キ
ー

ワ
ー
ド
で
す
。

　「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
考
え
方

で
築
き
上
げ
て
き
た
内
発
的
な
力

に
交
流
と
い
う
新
し
い
力
を
加
え
、

地
域
づ
く
り
や
経
済
活
動
の
強
化

に
生
か
し
、
ど
こ
に
も
な
い
朝
日

町
を
目
指
し
て
い
く
」
―
―
。
新

計
画
を
紹
介
し
た
平
成
20
年
４
月

号
で
は
こ
う
し
た
言
葉
を
確
認
で

き
ま
す
。
つ
ま
り
、
過
去
約
20
年

間
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
に

よ
っ
て
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
上
げ

て
き
た
町
の
魅
力
や
宝
を
外
に
発

信
し
、
外
部
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
力
を
生
み

出
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
左
の
年
表
内
だ
け
で
も
、「
白
鷹・

朝
日
・
大
江
広
域
観
光
推
進
協
議

会
」
の
立
ち
上
げ
や
桃
色
ウ
サ
ヒ

の
活
動
、
タ
カ
ラ
モ
ノ
ガ
タ
リ
の

発
行
や
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
創

設
、
あ
さ
ひ
旅
の
コ
コ
ロ
館
の
オ
ー

プ
ン
な
ど
、「
交
流・観
光
」

の
考
え
方
に
立
っ
た
も
の

が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

の
10
年
間
は
「
外
」
を

意
識
し
た
施
策
が
数
多

く
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

り
ん
ご
の
輸
出
に
着
手

　
現
在
町
が
強
力
に
展

開
し
て
い
る
り
ん
ご
の
海

外
輸
出
。
そ
の
始
ま
り
は

平
成
16
年
で
し
た
。

　
朝
日
町
の
り
ん
ご
は
、

昭
和
40
年
代
の
「
無
袋

ふ
じ
」
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、

ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
全
国
に
そ
の
名

を
馳
せ
て
き
ま
し
た
。
平
成
５
年
頃

ま
で
は
栽
培
面
積
、
生
産
量
と
も

に
順
調
に
推
移
し
、
品
質
の
良
い
も

の
を
栽
培
す
れ
ば
そ
れ
な
り
の
値

段
で
取
り
引
き
さ
れ
る
時
代
で
し

た
が
、
平
成
９
年
に
価
格
が
大
暴

落
。
キ
ロ
単
価
は
以
前
の
３
２
０
円

前
後
か
ら
１
８
０
円
ま
で
落
ち
こ
み

ま
し
た
。
そ
の
後
も
消
費
の
低
迷
や

産
地
間
競
争
の
激
化
な
ど
に
よ
り
、

り
ん
ご
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

輸
出
事
業
は
目
的
で
は
な
く
戦
略

　

輸
出
事
業
は
こ
う
し
た
背
景
の

も
と
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
輸
出
は
そ

れ
自
体
で
利
益
を
生
む
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
、
一
つ
の
戦
略
と
し
て

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
海
外
に
目
を
向
け
た
先
進
的
な

取
り
組
み
は
、
当
初
か
ら
新
聞
や

テ
レ
ビ
等
で
多
数
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
近
年
は
そ
う
し
た

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
効
果
で
国
内
で

の
評
価
が
確
実
に
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
生
産
者
の

意
欲
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

お
り
、「
産
業
ま
つ
り
」
や
、

山
形
市
、
仙
台
市
内
で
実
施

し
て
い
る
「
り
ん
ご
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
売
り
上
げ
が
こ

こ
数
年
最
高
を
更
新
し
続
け

て
い
る
の
は
、
輸
出
事
業
の

効
果
と
言
え
ま
す
。

　
あ
さ
ひ
保
育
園
が
開
園

　
平
成
６
年
～
15
年
に
小
学
校
の

統
合
が
急
速
に
進
ん
だ
一
方
、
こ

の
時
代
は
保
育
園
の
統
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
さ
ゆ
り
、
ふ
た
ば
、

わ
か
ば
の
３
保
育
園
は
平
成
22
年

３
月
を
も
っ
て
閉
園
し
、
あ
さ
ひ

保
育
園
が
同
年
４
月
に
開
園
し
ま

し
た
。
開
園
時
の
園
児
は
０
歳
か

ら
５
歳
ま
で
１
７
６
人
で
す
。

　
新
保
育
園
で
は
新
た
に
０
歳
児

保
育
や
一
時
保
育
が
実
施
さ
れ
た

ほ
か
、
１・２
歳
児
の
定
員
、
延
長

保
育
時
間
な
ど
が
拡
充
さ
れ
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
が
大
幅
に
向
上
。
併

設
さ
れ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
利
用
率
も
当
初
の
予
想
を
上
回

り
、
利
用
者
か
ら
は
お
お
む
ね
評

価
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平成

③…2012 年（平成 24 年）９月号 ②…2010 年（平成 22 年）４月号 ①…2005 年（平成 17 年）12 月号

りんご輸出の経過を報じた
2010 年（平成２２年）２月号

町のＰＲや情報発信に貢献している桃色ウサヒ。写真は初代（2008 年頃）

②初の町民栄誉賞を受賞した近藤洋子さん ①オープン間もない頃の自然
①オープン間もない頃の自然

新
明
鏡
橋
開
通
式
の
渡
り
初
め
（
上
）

を
振
り
返
る
菅
井
正
治
さ
ん
（
沼
向
）

　平成 17 年 11 月 27 日、国道 287 号
和合バイパスの新明鏡橋区間が開通しま
した。距離は大隅から栗木沢までの1,005
ｍで、そのうち橋梁部は 115 ｍ。当時の
広報誌を振り返ると、副知事や町長、地
元関係者など 150 人が出席し、盛大に行
われたことがわかります。
　橋の完成の際には、「渡り初め」を行
うのが通例で、夫婦が三代そろっている
家庭が務めます。一家に三代の夫婦がい
ることは大変珍しくおめでたいことから、

「三代夫婦のように橋も永続して欲しい」
という願いが込められているそうです。

　このとき渡り初めを行ったのが菅井正
治さんご家族（沼向）。当時の思い出を次
のように語ります。
　「待望の新明鏡橋開通。あの日は式典出
席者以外でも大勢の人が駆けつけていま
した。私は最初こそ緊張していましたが、
たくさんの人から声をかけていただくうち
に和らいでいき、雰囲気を楽しみながら
歩くことができました。あれから約 9 年
たちますが、父（94）、母（88）ともに健
在で、今でも3組で渡り初めできます。（笑）
今後も家族一同健康で暮らし、橋ととも
に歩んでいきたいと思います」

新明鏡橋が完成。三代夫婦の渡り初め
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　朝日町が全国有数の生産地として知れ渡っているアケビ料
理の講習会が 9 月12 日、産直和合で行われました。
　主催は村山総合支庁の西村山農業普及課で、講師は産直和
合の女性会員 3 人。山形市と河北町から７人が参加し、味噌
で炒めたミョウガやマイタケ、ひき肉などをアケビの皮に詰め
込む郷土料理などを作りました。アケビ料理はほとんどの人
が初めてとのことで、講師の言葉に熱心に耳を傾けていました。

　今年度の町総合防災訓練が 10 月５日、太郎地区内で実施
され、区民や消防団員など約 150 人が参加しました。
　県内陸部を震源とする大規模な直下型地震の発生を想定
した避難から訓練はスタート。実火災を想定した煙の中を歩
く「濃煙内避難体験」をはじめ、住民による初期消火や消防
団員による火災防御訓練、そのほか、応急処置や備蓄食の試
食なども行われ、有事への備えを学びました。

9

10

12

５

朝日町が全国有数の生産地です！

有事への備えを学ぶ

　「葡萄の木」オーナーワイン制度の収穫祭が 10 月４日ワイ
ン城で開かれ、オーナーと家族など 420 人が参加しました。
　一口の申し込みで、720 ｍｌ入りワイン 6 本を受け取るこ
とができるこの制度。今年のオーナーは前年より２割も多い
333 人で、参加者は白ワインの原料となる「シャルドネ」を
収穫し、ワインの生産工程を見学。その後の昼食交流会では、
芋煮やバーベキューで仕込みたてのワインを楽しみました。

10
４

オーナーが去年より２割も増えています

葡萄の木オーナーワイン収穫祭

アケビ料理の講習会

町総合防災訓練

　朝日町の秋の風物詩、ワインまつりが 9 月 23
日創遊館芝生広場で開催されました。
　この日用意されたのは新酒のワイン赤、白、ロ
ゼ、1500 リットルとぶどうジュース 400 リット
ル。参加者は町内産牛肉のバーベキューやあっぷ
るニュー豚のスモークハムなどでワインを堪能し
たほか、樽入りのブドウを踏み搾った果汁の量を
競う「ブドウ踏み競争」や、町特産品が当たる抽
選会などで、秋の一日を満喫しました。
　朝日町ワインは、今年の国産ワインコンクール
で 2 年連続の金賞、2 部門の部門最高賞を受賞
したほか、過去最高の 17 銘柄が入賞。今年は
前年より100 席多い 1400 席を用意しましたが、
こうした宣伝効果もあってか、前売り券が 2 週間
で完売となるほどの人気ぶり。山形市から来たと
いうグループの一人は「朝日町出身者の紹介で
26 人で参加した。ワインもバーベキューも最高！
マイクロバスを借り上げて来た甲斐があった」と
頬を赤らめご満悦の様子でした。

　Asahi 自然観のシンボルツリーを使った「ツリー
ハウス」が 9 月 27 日にお目見えし、28 日まで 2
日間にわたってイベントが行われました。
　これは東北芸工大の建築・環境デザイン学科学
生による取り組みで、文字通り「樹」の上に「家」
をつくるもの。4 年前に初めて実施されて以降、
大学敷地内や金山町など 3 カ所に設置され、関連
イベントを通じて地域の住民と交流してきました。
　今回選んだのは自然観敷地内の高さ約 12 ｍの
栗の木で、20 日から学生が自然観に泊まり込み
で制作。地上 2 ｍから 5 ｍの高さに子ども 3 人
が入れる六角形の立体（家）を 2 つ設置しました。
　企画には Asahi 自然観が全面協力し、27 日に
は町内立木「ハチ蜜の森キャンドル」代表の安藤
竜二さんによるワークショップも開催。日没後は
シンボルツリーとホテル自然観の美しいシルエッ
トが宵の空に浮かび、キャンドルの温かな光が周
囲をやさしく彩りました。

９

９

23

27

ワインとバーベキューを満喫

蜜ロウキャンドルのワークショップも

第 35 回町ワインまつり

自然観にツリーハウスが登場

　結婚 50 年の節目を迎えた夫婦を対象にした金婚祝賀会が
10 月８日 Asahi自然観で開催されました。今年金婚を迎える
のは昭和 40 年に結婚した夫婦で、対象 26 組中11組が出席。
このうち安孫子幸雄さん・信子さん夫婦（西町 = 写真）の幸
雄さんは「15 年前、念のためにと妻が申し込んでくれたエコー
検診でがんが見つかり、早期に切除できた。節目の日を迎えら
れた喜びをあらためて妻と分かち合いたい」と話していました。

10
8

結婚 50 年の節目を夫婦で祝う

金婚祝賀会
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「出来立ては最高ですよ！」。燻製された
ばかりの商品を手にする熊谷さん

食
肉
加
工
の
知
識
と
経
験
を

買
わ
れ
て
…
。

　
「
ウ
チ
で
ダ
チ
ョ
ウ
を
飼
育

し
て
み
な
い
か
」
―
―
。
こ
の

仕
事
に
携
わ
る
き
っ
か
け
は
、

社
長
の
こ
う
し
た
一
言
で
し

た
。平
成
９
年
11
月
の
話
で
す
。

　

当
社
（
㈲
山
形
朝
日
オ
ー
ス

ト
リ
ッ
チ
産
業
セ
ン
タ
ー
）
の

母
体
で
あ
る
大
東
建
設
株
式

会
社
で
は
当
時
、
食
肉
か
ら
革

製
品
ま
で
広
く
活
用
で
き
る
ダ

チ
ョ
ウ
の
可
能
性
に
着
目
し
、

新
事
業
と
し
て
展
開
す
る
構
想

を
描
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
食

肉
加
工
に
必
要
な
食
品
衛
生
管

理
の
資
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と

に
加
え
、
当
時
は
前
に
所
属
し

て
い
た
食
肉
加
工
会
社
を
退
社

し
た
ば
か
り
。「
地
元
で
働
き
た

い
」
と
い
う
自
分
の
思
い
と
会

社
の
方
向
性
が
合
致
し
、
お
世

話
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
４
月
に
入
社
す

る
と
、
そ
の
年
に
中
国
、
翌
年

に
は
ア
メ
リ
カ
で
研
修
。
山
形

県
で
は
当
時
、
ダ
チ
ョ
ウ
は
ま

だ
「
危
険
動
物
」
と
い
う
扱
い

で
、
繁
殖
や
屠
畜
を
手
掛
け
る

と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。

そ
こ
で
学
ん
だ
の
は
技
術
だ
け

で
は
な
く
メ
ン
タ
ル
面
も
…
。

家
畜
は
人
が
生
活
し
て
い
く
上

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

す
が
、
誰
か
が
殺あ

や

め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
は

「
ペ
ッ
ト
と
家
畜
は
根
本
的
に

違
う
」
こ
と
を
徹
底
的
に
叩
き

込
ま
れ
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
末
に
県
の
条
例
が

改
正
さ
れ
、
ダ
チ
ョ
ウ
が
危
険

動
物
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
、
翌

年
５
月
、
宮
宿
地
内
に
屠
畜
場

が
完
成
。
流
通
体
制
が
整
い
、

飲
食
店
な
ど
か
ら
生
食
用
を
中

心
に
注
文
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

豚
の
加
工
技
術
も
習
得

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
17
年

の
冬
か
ら
１
年
間
「
一
関
ミ
ー

ト（
岩
手
県
）」で
学
ん
だ
こ
と
。

ド
イ
ツ
食
肉
加
工
マ
イ
ス
タ
ー

（
職
人
）
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
ま
し
た
。

　
当
初
は
ダ
チ
ョ
ウ
肉
の
加
工

技
術
を
磨
く
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
も
の
の
、
現
地
で
受
け
た

の
は
思
い
が
け
な
い
提
案
で
し

た
。「
ダ
チ
ョ
ウ
は
看
板
商
品

と
し
て
大
切
に
す
べ
き
だ
が
、

食
肉
加
工
は
豚
が
基
本
。
ま
ず

は
豚
を
学
ん
だ
方
が
い
い
」
と
。

こ
う
し
て
豚
肉
加
工
の
技
術
を

習
得
し
町
に
戻
る
と
、
19
年
に

加
工
施
設
を
備
え
た
直
販
施
設

「
朝
日
町
健
康
工
房
ロ
イ
フ
ェ

ン
」が
屠
畜
場
の
そ
ば
に
完
成
。

今
で
は
ダ
チ
ョ
ウ
、
豚
の
ハ
ム

や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
約
25
品
目

を
扱
っ
て
い
ま
す
。

相
乗
効
果
と
補
完
関
係

　
ダ
チ
ョ
ウ
と
豚
、
２
種
類
を

手
掛
け
る
こ
と
は
、
多
方
面
で

プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
わ
か
り
や
す
い
例
が
モ
ン
テ

デ
ィ
オ
山
形
の
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ

ア
ム
で
味
わ
え
る
、
ダ
チ
ョ
ウ

に
豚
を
混
ぜ
た
商
品
「
韋
駄
天

フ
ラ
ン
ク
」。
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の

た
び
に
出
店
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
名
物
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
広
告
塔
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
ダ
チ
ョ
ウ

の
珍
し
さ
か
ら
「
ロ
イ
フ
ェ
ン
」

を
知
り
、
こ
れ
が
豚
商
品
を

含
め
た
注
文
に
つ
な
が
る
と
い

う
パ
タ
ー
ン
が
多
く
あ
る
ん
で

す
。
最
近
は
注
文
の
幅
も
広
が

り
、
今
も
通
販
企
業
か
ら
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
出
店
を
打
診

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
チ
ョ
ウ
肉
は
生
食
用
で
提

供
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
し
た

が
、
近
年
は
加
工
処
理
の
不
備

に
よ
る
生
肉
の
事
故
が
全
国
で

相
次
ぎ
、
規
制
が
強
化
。
牛
刺

し
や
レ
バ
刺
し
と
同
様
、ダ
チ
ョ

ウ
も
生
食
用
は
な
か
な
か
出
せ

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大

き
な
痛
手
で
、
ダ
チ
ョ
ウ
の
需

要
は
減
り
、
豚
へ
の
依
存
割
合

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
も
ウ
チ
は
ダ
チ
ョ
ウ
あ
っ
て

の
会
社
。
豚
に
助
け
ら
れ
て
い

る
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
会
社

と
し
て
ダ
チ
ョ
ウ
は
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
く
方
針
で
す
。

小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
輝
く
工
房
に

　

ダ
チ
ョ
ウ
に
し
ろ
豚
に
し

ろ
、
今
の
私
は
食
肉
加
工
の
職

人
。
い
つ
か
は
自
分
の
商
品
を

こ
の
分
野
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

品
し
、
賞
を
獲
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
ね
。
小
さ
く
て
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
工
房
に
す
る
こ

と
が
私
の
夢
で
す
。　

ロイフェンの商品はギフト用のほか、現在はワイン城などでも取り扱っています。問合せは朝日町健康工房ロイフェン☎６７－３１０３までどうぞ。

　「朝日町にダチョウがいるって本当？」「どこでダチョウが見ら
れるの？」「ダチョウの料理を食べたいんだけど…」。町に住む人
の多くがこうした質問を投げかけられたことがあると思います。
　朝日町でダチョウを最もよく知る一人が「朝日町健康工房ロ
イフェン」の熊谷良作さん。ダチョウに携わってから 15 年以上
が経過した今、これまでの経過や今後の目標をお聞きしました。

ドイツ食肉加工マイスター直伝の技で、
ダチョウ、豚肉加工品を手掛ける

熊谷 良作さん（前田沢）

「朝日町健康工房ロイフェン」

　
あ
っ
と
い
う
間
に
夏
が
す
ぎ
、
お
い
し
い
果

物
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
秋
と
い

え
ば
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」。
ウ
サ
ヒ

の
よ
う
な
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
集
ま
り
、

人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
す
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
投
票
が

始
ま
っ
て
お
り
、
注
目
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
テ
レ

ビ
や
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
今
年
、
桃
色
ウ
サ
ヒ
は
そ
の
グ
ラ

ン
プ
リ
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
い
う
の
も
、
去
年
参
加
し
た
こ
の
グ
ラ
ン

プ
リ
で
、
山
形
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
１
体
も

１
０
０
位
以
内
に
入
れ
な
い
と
い
う
厳
し
い

現
実
を
見
た
か
ら
で
す
。
も
と
も
と
人
口
が

少
な
い
自
治
体
が
上
位
に
食
い
込
む
の
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
去
年
は
県
内
か
ら

10
を
超
え
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
い
ま
し
た
。
票
は
当
然
分
散
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト
で

す
か
ら
、
負
け
た
か
ら
ど
う
な
る
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
県
全
体
の
盛

り
上
が
り
を
考
え
た
と
き
、
票
の
奪
い
合
い

に
な
っ
て
い
る
状
況
に
や
る
せ
な
さ
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。「
何
か
こ
れ
を
打
開
す
る
取
り

組
み
は
で
き
な
い
も
の
か
」
―
―
。
そ
う
考

え
た
結
果
、
あ
る
こ
と
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
「
他
の
キ
ャ
ラ
を
応
援
し
よ
う
」

と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
す
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、

県
全
体
の
Ｐ
Ｒ
に
関
わ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

推
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
緑
の
三
角
形
で

お
馴
染
み
、
お
い
し
い
山
形
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
「
ペ
ロ
リ
ン
」
で
す
。
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
管
理
す
る
県
の
６
次
産
業
推
進
課
に
提
案

す
る
と
、「
ぜ
ひ
！
」
と
の
お
返
事
で
公
認
応

援
団
に
任
命
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
朝
日

町
の
お
い
し
い
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
は
美
味
し
い
山
形
の
Ｐ
Ｒ

か
ら
」
―
―
。
本
企
画
に
は
こ
ん
な
想
い
が

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ア
イ
デ
ア
が
今
年
、
い
い
結
果
を
も

た
ら
す
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
の

取
り
組
み
か
ら
、
来
年
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ

ン
プ
リ
で
も
し
県
下
統
一
候
補
が
生
ま
れ
た

り
し
た
ら
、
他
県
と
は
一
線
を
画
す
一
体
感
を

持
っ
た
山
形
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
し
ょ
う
。
で
す
の
で
、
今
年
も
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
方
々
に
は
本
当
に

申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
ウ
サ
ヒ
の
挑
戦
を

応
援
す
る
意
味
で
、
ペ
ロ
リ
ン
に
清
き
一
票
を

入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
の
一
票

を
、未
来
の
朝
日
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
か
し
ま
す
！

桃色ウサヒの「中の人」こと、佐藤恒平町情報交流アドバ
イザーと町地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊員によ
る連載コーナー。日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

「ごめんなさい。ウサヒは今年、
ゆるキャラグランプリに出ません」

朝日町情報交流アドバイザー　佐  藤  恒  平 ( 福島県出身）

ウサヒとペロリンによる夢のタッグが実現（10 月１日／県庁）

ペ
ロ
リ
ン
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

「
お
い
し
い
山
形
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
！

15
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「ブランドとは？」「ブランド化の推進とは？」、本連載では様々な角度から探ってきました。

ブランドとは「価格を下げずに価値をあげること」「発見されやすさを磨いていくこと」という話。

また「圧倒的な差別化を図っていくこと」「女性に喜んでいただくようにしていくこと」という話。

色々ありましたが、すべて朝日町全体や、町の個々の商売に当てはまる話でした。

今日は、それらに新たな発想（“ブランド”の捉え方）を、ひとつ加えたいと思います。

それは、「ブランドづくりは、中途半端撲滅運動である」という考え方です。

「よし！ うちもブランド化に着手しよう」となった市町村や企業、店舗があったとします。

が、その改革のプロジェクトが実に中途半端で終わってしまうケースは少なくありません。

地域・業界で“ブランド”と呼ばれるところは、細部にいたるまでツメがしっかりしています。

商品自体は当然。梱包や接客・電話応対、印刷物まで、よく考えられているのが共通点です。

そこに中途半端な感じはなく、全体として“ひとつのアート作品”のように完成されています。

つまり、ブランド化の推進でカギを握るのは、徹底した「中途半端の撲滅」にあるのです。

もちろん、これは朝日町全体にも、個々の商売・お店にも同じことが言えます。

私たちの成功は町民全員で、この２年を「中途半端撲滅運動」と捉えるところにあります。

　会社や商店、飲食店や農家の皆さん、ブランド化で売り上げや
利益アップを目指しませんか。村尾氏が役場政策推進課内で各種
ご相談をお受けします。相談料はもちろん無料で何度でもＯＫ。
事前予約は不要ですが、日時を指定したい場合はあらかじめ申込
みください。この先1カ月の開催は右の通りです。

▶申込み・問合せ先　政策推進課　☎６７－２１１２

ブランドづくり相談会

「ブランドづくり」とは、
「中途半端撲滅運動」のこと

第６回

日 月 火 水 木 金 土
１０/12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 11/1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

連載：あさひまちファンを全国につくっていこう！
　by　 朝日町ブランド化推進プロデューサー　村尾隆介

会社やお店、農家等のための

　

こ
ん
に
ち
は
。
予
防
接
種

と
健
康
診
断
を
担
当
し
て
い
る

五
十
嵐
で
す
。

　
収
穫
の
秋
を
迎
え
、
忙
し
い

毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
こ
そ
休

息
を
十
分
に
と
っ
て
、
体
調
管

理
に
気
を
つ
け
た
い
で
す
ね
。

　
さ
て
、
今
回
は
麻
し
ん
風
し

ん
の
お
話
で
す
。

　
麻
し
ん
風
し
ん
は
、
免
疫
を

も
っ
て
い
な
い
方
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
か
か
っ
て
し
ま
う
感
染

症
で
す
。
発
熱
・
発
疹
な
ど
の

症
状
の
他
に
、
麻
し
ん
に
つ
い

て
は
死
亡
に
至
る
例
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
麻
し

ん
は
平
成
20
年
、
風
し
ん
は
去

年
大
流
行
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
感
染
症
に
対
す
る

定
期
予
防
接
種
は
、
前
者
が
昭

和
53
年
、
後
者
が
昭
和
52
年
か

ら
始
ま
り
、
現
在
は
１
歳
児
に

１
回（
Ⅰ
期
）、５
歳
児
に
１
回（
Ⅱ

期
）、
合
計
２
回
接
種
し
ま
す
。

朝
日
町
の
接
種
率
は
、
Ⅰ
期
こ

そ
高
い
も
の
の
、
Ⅱ
期
は
92
・

９
％
で
県
内
26
位
（
平
成
25
年

度
）。
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
免
疫
が
獲
得
で
き
て
い
な
い

状
態
で
流
行
の
時
期
を
迎
え
る

と
、
感
染
が
拡
大
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
特
に
注
意
し
た

い
の
が
女
性
で
、
妊
娠
初
期
に

感
染
す
る
と
、
心
疾
患
や
難
聴

を
主
症
状
と
す
る
「
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
」
の
子
ど
も
が
生

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
の
種
類
は
様
々
で

す
が
、
ど
れ
も
適
切
な
時
期
に

受
け
る
こ
と
が
大
切
。
免
疫
を

つ
け
、
流
行
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
予
防
接
種
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
悩
み
が
あ
る
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
医
や
健
康
福
祉
課
へ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
・
問
合
せ
先

　
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

☎
67-

２
１
１
６

今月の担当… 五十嵐 愛 主事

予防接種で免疫をつけ、
流行を防ぎましょう

文化年間（1804 ～1818）、天満神社の別当であった白田清安が仙台藩
伊具郡角田の切幕獅子を持ち帰ったことが始まりと伝えられています。
以前は二百十日前夜の風祭に奉納していましたが、今は 8 月15日の永
林寺の送り盆でも披露されています。8 月31日には風祭行事として白山
神社で踊ったあと、神輿や屋台等と一緒に地区内を巡行し踊っています。

角田流獅子踊（大谷）第５回

（民俗芸能／平成３年指定）県指定無形民俗文化財

角田流獅子踊は八ツ沼にもあるけど、そのルーツは全然
違うし、形態も同じじゃない。八ツ沼の踊り手 3 人、太
鼓 3 人という構成に対し、大谷は太鼓が 4 人いるんだ（踊
り手は 3 人）。踊り手を見ても、八ツ沼は子どもで、大
谷は大人。いろんな違いがあるところが興味深いな。

同じ「角田流獅子踊」でも違いがたくさん
ウサヒの眼

朝
日
町

探訪化財文
あさひまちおたからたんぼう

注）　　　 →終日　　     →午後のみ

※ 11 月 11 日…ブランド化の途中経過報告会
　「ザ・タウンミーティング vol.2」

→ ブランド大学開講日

ブランド大学の前には役場のブランディングチー
ムが集まり、チームのクレド（信条）を確認します
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９月１日～９月 30 日届出

保護者名性別
すこやかに

区　名 出生児氏名

大　町　　佐　藤　　　望
のぞむ

　　男　　　篤　・ちひろ
宇津野	 　佐　竹　大　和　　男　　佑斗・真織
大谷四	 　白　田　結

ゆ
　凜

りん
　　女　　慎二・亜由美

西船渡　　海　野　　　雫
しずく

　　女　　豊弘・由梨

Births

人口と世帯数Population
●平成２6年　９月３0日   現在

（※外国人を含む）

　人　口 ７，６０５ 人 (－   ５)
　　　男 ３，７５８ 人 (－   ２)

　　女 ３，８４７ 人 (－   ３)
　世帯数 ２，４９８ 世帯 (＋   ６)

------ ９月中の異動 ------
出生 　  ４人 　 転入 　１５人
死亡　 １２人    転出 　１２人

※（　）内は先月比

区　名 死亡者氏名

前田沢　　　阿　部　毅　一　　　本　人
大　町　　　鈴　木　秀　　　　　秀　徳
西船渡　　　鈴　木　武　夫　　　武　志
本　町　　　鈴　木　敏　夫　　　　　二
送　橋　　　渡　邉　多　内　　　正　　
沼　向　　　鈴　木　吉　雄　　　本　人
夏　草　　　佐　竹　ひでよ　　　本　人
常　盤　　　鈴　木　友　吉　　　友　雄
大　隅　　　菅　井　康　治　　　一　郎
太郎一　　　長　岡　　　す　　　本　人
松　原　　　長　岡　半兵衛　　　本　人

やすらかにObituaries
世帯主名

白 田　亮 平
（常 盤）

佐 藤　瑞 季
（寒河江市）

武 田　恭 徳
（真 中）

奥 山　美 紀
（西川町）

おしあわせにMarriages

地域の先生に学ぶ
朝日中３年生「総合的な学習」

　「五百川峡谷クリーン
アップ大作戦」と銘打っ
た最上川の清掃活動が 9
月 21日行われ、カヌー
愛好者などが雪谷から栗
木沢まで約 8 キロ区間の
ゴミ拾いを行いました。
　この活動は「日頃、楽
しませてもらっている峡
谷をきれいにしたい」と
いうカヌー愛好家の皆さんの発案により、平成 18 年
から実施。NPO 法人朝日町エコミュージアム協会も
毎年協力し、今回もたくさんのゴミを集めました。
　終了後は芋煮を囲むのが恒例行事。山形の旬を味わ
い、お互いの労をねぎらいました。

カヌーイストたちが最上川のゴミ拾い

◆
西
村
山
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会

（
９
月
28
日
～
29
日
）

【
団
体
戦
】

１
位　
柔
道
女
子
、
剣
道
女
子

３
位　
卓
球
女
子

【
個
人
戦
】		

１
位　
卓
球
女
子　

 

阿
部 

雪
奈

　
　
　
柔
道
女
子
44
キ
ロ
級 

朽
木　

 

叶

　
　
　
柔
道
女
子
63
キ
ロ
級 

佐
藤 

和
夏
子

　
　
　
剣
道
女
子 

岩
澤 

芽
衣

２
位　
柔
道
男
子
50
キ
ロ
級 

村
山 

悦
史

　
　
　
剣
道
女
子 

川
村  

優
貴
乃

３
位　
剣
道
女
子 

長
岡  

佑
希

◆
第
53
回
山
形
県
少
年
の
主
張
大
会

優
秀
賞　
菊
地 

美
桜

テ
ー
マ　
「
私
に
で
き
る
こ
と
」

各
種
大
会
等
の
成
績

講座名 講　師
茶　道 鈴木たかさん（西町）、伊藤禎子さん（大町）
華　道 朝日町池坊教授者研究会（登坂富代表）
昔語り 語りの会つむぎ（成原千枝代表）
祭囃子 豊龍まつり囃子部（阿部勝男部表）
和太鼓 送橋神明こぶし太鼓（清野むつみ代表）

学習の成果は文化祭（10/25）で発表
　朝日中の３年生はいま、地域の方々を講師に、伝統文化や地域文化を学
んでいます。地域とのかかわりを強め、伝統を守ろうとする意識を高める
ことがねらいで、９月３日から10 月 23 日までの７回シリーズ。活動の成
果は今月 25日に行われる文化祭で発表します。
　本講座は以前から開催されていますが、今年の５講座のうち、昔語り、
祭囃子、和太鼓は初開講。文化祭での発表も初めてで、生徒たちは自らの
意志で講座を選び、通常の授業では体験できない分野を学んでいます。
　昔語りの講座では「姥捨て山」の昔話を地元の方言で演じています。主
人公役を務める長岡龍輝くん（大谷三）は、「方言の劇は、昔ながらの雰
囲気がより一層出る感じがします。文化祭で最高の演技ができるよう今後
も練習し、先生に恩返ししたいと思います」と話していました。

祭囃子

華　道 茶　道 和太鼓

昔語り

や ま と

と



　
今
回
の
特
集
を
作
る
に
あ
た
り
、
10

年
前
に
亡
く
な
っ
た
祖
父
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。

　
私
の
祖
父
は
昔
、
町
の
結
婚
相
談
員

を
務
め
て
い
て
、
熱
心
に
仲
人
活
動
を

し
て
い
ま
し
た
。
仲
を
取
り
持
っ
た
ご
夫

婦
は
50
数
組
と
の
こ
と
で
、
私
が
小
中

学
生
の
頃
は
家
族
の
誰
よ
り
も
多
く
祖

父
に
電
話
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
芦
屋
雁
之
助
さ
ん
の
「
娘
よ
」
が

好
き
で
、
よ
く
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
演
奏
し
て

い
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
、
結
婚
式
の

仲
人
あ
い
さ
つ
な
ど
で
披
露
す
る
た
め

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
（
笑
）。

　
出
会
い
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
今
こ

そ
、
再
び
仲
人
さ
ん
の
出
番
で
す
。
今
後

「
結
婚
応
援
団
」
が
増
え
、
多
く
の
人
に

良
縁
が
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
か
ら
二
色
刷
り
の
ペ
ー
ジ
の
基

本
色
を
変
え
て
み
ま
し
た
。
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
合
わ

せ
、
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
赤
に
近
い
色

づ
か
い
と
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

佐
久
間
　
淳

春夏秋冬
編集後記

　携帯電話の無料通話・無料
メールアプリの「LINE（ライ
ン）」にこのほど、ウサヒの
スタンプが登場しました。

　「ウサヒを携帯電話の絵文字（スタンプ）に
してみてはどう…？」――。今年1月、朝日中
2年生の総合学習で出された提案を受け、ウ
サヒの「中の人」こと佐藤恒平町情報交流ア
ドバイザーが図案を制作。その後4月に申請し、
約5カ月を経て9月中旬に登録に至りました
（※人気アプリで申請数も多いため）。「おそら

く県内のキャラクターでは初めてとなります。
また一つ町の人のアイデアが形になりうれし
いです」と佐藤アドバイザーは話します。
　利用者の購入1件につき申請者には50円
の手数料が入る仕組みで、「すでに1000件
以上の購入があるようです」と佐藤アドバイ
ザー。「スタンプの収益は、何かおもしろい
地域活動に投資できればと考えています。ま
ちおこしのアイデアはまだまだどこかに眠っ
ています。これからもどんどんお寄せいただ
き、一緒に実現していけたら幸いです」。

LINEスタンプに
ウサヒが登場

県内キャラクター初

▲スタンプは全部で40種類。100コイン（100円）で全種類購入できる

今こそ再び
仲人さんの出番です


